Excelによる家計簿の作成方法

（dyﾏｲﾄﾞ/取説/表計算：kakeibo-manual：H15.08.12）
【この家計簿の概要】

１．家計簿の構成・・・・・・・・・・・・「kakeibo-h15」を開いておく。
(1)家計簿日計表、家計簿月計表、家計簿年計表からできている。

(2)家計簿日計表は、支出を「夫会計」、「妻会計」、「銀行会計」、「特別会計」に分けて記入する。

(3)家計簿月計表は、「夫会計」、「妻会計」、「銀行会計」、「特別会計」の支出内容を、支出項目に分類して集計して月度計を表示する。

(4)家計簿年計表は、毎月の支出合計を一覧表示し、年間合計を算出する。

２．家計簿の特徴

(1)一般市販の家計簿ソフトと異なり、Excelの基礎知識があれば誰でも作成でき、
しかも、項目設定も自由自在という弾力的な家計簿ができる。

(２)「家計簿日計表」に毎日の収入・支出を入力するだけで、月の集計ができ、「家計簿月計表」が自動的に作成される。

(3)１つのブックに12枚の家計簿シートと年間合計が記録されるシートの13枚のシートがあり、年間合計シートには、当該月までの月毎の集計表が自動的に作成される。

もちろん、12ヶ月経過後は、自動的に年間集計が出来上がる。

(4)日計表の月日及びその日の曜日は、初日を入力するのみで、１カ月分が自動的に入力される。

(5)月計表は、4枚のA4判用紙に印刷し保存できる。

【この家計簿の使用方法】・・・・・・・・・「kakeibo-h15」にデータをいれてみる。

１．収入の入力

収入は、給与等の手取額を会計月度の開始日に入力し、直ちに、その額を夫会計、妻会計、銀行会計、特別会計のそれぞれの「収入より繰り入れ」欄に分散して入力する。

また、月の途中で得た収入はその都度計上し、同様にいずれかの会計へ繰り入れる。これらについては、金額のセルの上または下のセルに矢印をつけて、収入の内容を記入しておく。

75行目で、収入額が各会計へすべて配分されたかどうかをチェックする。

２．支出の入力

(1)夫会計と妻会計は、月度当初に予算を分割し、それぞれ自分で予算管理しながら使用する。毎日の支出額は、その日ごとに記入するのが原則ですが、数日分ためて入力してもよい。記入した都度、手持ち現金残高と家計簿上の残高が一致する筈ですが、合致しない場合は、「その他」の項目で使途不明金として入れておく。

(2)銀行会計は、最終日に銀行で通帳へ記入し、それを遡って入力する。

(3)特別会計は、経常支出に該当しない特別な支出があった場合、その都度入力する。

(4)これら支出額については、収入の時と同様に、主な支出の内容を上または下のセルに入力しておく。

３．月度決算

(1)毎月の最終日には、家計日計表のAH列の合計欄に自動的に集計が計上されているので、備考欄に項目別に主要な収支の内訳を記載しておく。

(2)家計月計表は、自動的に作成される。「特別会計内訳等」には、日計表の特別会計の備考欄に記載した事項は自動的に記入される。・・・・・・・・・・自動記入を確認

４．年間合計表は自動的に作成される。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・自動記入を確認
【この家計簿の作成方法】

１．ブックに１３枚のシートをつくる。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・新規ブックで実施

Excelを開く→「ツール」→「オプション」→「全般」→「新しいブックのシート数」を「１３」にセットし→ＯＫ→｢ファイル｣→「新規作成」ボタン→｢ブック｣を選択→ＯＫ・・・13枚のシートからなるブックができる。

２．各シートの名前を変更する。

各シートタブの上でダブルクリックし→既存のシート名が選択された状態になるので→順次「1月」から「12月」までのシート名を入れる。最後の13枚目のシートには「年間合計」を入力する。・・・・・・・１月シートで練習

３．１月のシートに家計簿原簿（別途に作成した家計簿の枠組み）をコピーする。

(1)「kakaeibo-gennbo」ﾌｧｲﾙを開く→「全選択」セルをクリックして、家計簿全体を選択→右クリック→コピー

(2)13枚シートのファイルの「1月シート」を開き→「全選択」セルをクリックして→右クリック→貼り付け

４．１月シートにの家計簿日計表」を完成させる。

(1)家計簿のタイトルを作成する。

家計簿の分類項目、会計月度、開始日と終了日を入力し、家計簿の枠組みを完成させる。サンプルをそのまま使用する場合は変更なし。

(2)開始日から終了日までの日付と曜日を入力する。

①C2セルに開始日「1/25」を入力し、Enterで「1月25日」が入力される。

「1月25日」とならない場合は、「書式」→「セル」→「表示形式」→「分類」を「日付」→「種類」を「３月４日」→ＯＫ

②D2セルにカーソルを置き、｢＝C2+1｣を入力し、D2を終了日（２月24日）が入力されるまで右にコピーすると、続く月日が入力される。

③続いて、Ｃ３セルに「＝TEXT（C2，”(aaa)”）」を入力し、終了日まで右にコピーすると、（曜日）が入力される。

式の入力は「関数の貼り付け」ボタン→「文字列操作」→「TEXT」→ドラッグで移動→「値」にカーソルがあるのを確認して→「C2」をクリック→「表示形式」に「”(aaa)”」→OK

次のシートからは、C2セルに開始日の日付を入力するのみで自動的に日付と曜日が入力される。

(3)計算式を入力する。・・・・・・・・・「kakeibo-h15」を開き、消して再現する方式で実施。

①　収入、支出の合計を求める関数式を入力する。

C7セルに合計を計算するオートSUM関数「=SUM(C4:C6)」を入力し、終了日まで右にコピーする。

同様にして、C11,C22,C27,C38,C43,C54,C59,C70にSUM関数を入力し、終了日まで右にコピーする。

②　残額及び繰越額を求める式を入力する。

C23セルに残高を求める式「=C11-C22」を入力し、終了日まで右にコピーする。

D8セルに繰越額として前日の残高を入れるため「＝C23」を入力し、終了日まで右にコピーする。以下同様にして、D24,D40,D56セルに繰越額を求める式を入力する。

③　C75セルには、収入額が全額各会計の「収入からの繰入」へ配分されたか否かをチェッ

クする計算式「=C7-C9-C25-C41-C57」を入力する。

５．１月のシートの「家計簿月計表」を完成させる。

(1)月計表の枠組みを作成する。

月計表は、収入・支出の項目を月計に相応しい分類でまとめるもの。項目の設定は自由です。サンプルをそのまま使用する場合は変更なし。
(2)日計表の合計欄から該当する項目へ数値を参照させるため、「＝参照セル」を入力する。

注）日計表を行列番号を付けて印刷し、参照セルの行列番号を見ながら入力する。

６．１月のシートを残りのシートにコピーする。

(1)1月シートの「全選択」セルをクリックして、1月の家計簿全体を選択→右クリック→コピー

（2）２月のシートタブをクリック→年間合計のタブをShiftを押しながらクリックして→残り12枚のシート全てを選択する→「全選択」セルをクリックして→右クリック→貼り付け

７．２月度以降の家計簿の作成

(1)２月～12月は、該当月のシートを開き、会計月度、開始日と終了日を入力し、月度初日の日付を入力して完成。

なお、2月、4月、6月、9月、11月は最後の列を空白にして、最終日が24日になるように調整すること。

(2)年間合計シートは

①日付欄に月を入力し、曜日欄とセルを結合する。

②各月の項目ごとに該当月シートの合計欄を参照させて自動的に入力させる。

ⅰ．項目の最上段のセルを選択し→「＝」→各月のシートを開いて同じセルをクリック→Enter

ⅱ．オートフィルで、最下段のセルまで参照式をコピーする。

　　（マウスポインタが十字になった状態でダブルクリックする。）
【家計簿の印刷】・・・・・・・・kakeibo-h15の1月シートを印刷してみる。

　　家計簿は、決算が終了した時点で次の３種類の表を印刷しておく。

１．日計表の項目欄と合計欄及び主な支出内訳欄

　　　これは、項目別、夫会計・妻会計・銀行会計毎のその月度の支出合計額及び主な支出内訳を見るため印刷する。

(1)ＡＨ１：AI75を範囲指定→「ﾌｧｲﾙ」→「ページ設定」→「ページ」タブ→「印刷の向き」を「縦」、「拡大縮小印刷」で「横：１」「縦：１」の左のチェックボックスにチェックを入れる→

(2)「シート」タブで「列のタイトル」のワクの中にカーソルを入れて→列番号をA列～B列へドラッグ→「列のタイトル」に「$A$B」が入る→「行列番号」のチェックボックスにチェック→｢余白｣タブで｢ページ中央｣の｢水平｣・｢垂直｣の両チェックボックスにチェックを入れる→ＯＫ

(3)「ファイル」→「印刷範囲」→「印刷範囲の設定」→「印刷プレビュー」で、項目欄のＡ列・Ｂ列、合計欄のＡＨ列及び備考欄のＡＩ列が表示されて、かつ表の左外側に行番号・上外側に列番号が印刷されることを確認し→「印刷」

２．日計表全体

　　　これは、毎日の支出内訳をみる必要が出た場合に見るため印刷しておく。

(1)Ａ１：AI75を範囲指定→「ﾌｧｲﾙ」→「ページ設定」→「ページ」タブ→「印刷の向き」を「横」、「拡大縮小印刷」で「横：　」(｢１｣を消す)「縦：１」とし左のチェックボックスにチェックを入れる。

（この設定で、ページに全行が印刷される設定となり、そのページに入りきらない列は次のページに印刷される。）

(2)「シート」タブで「列のタイトル」に「$A$B」が入っていることを確認し→「行列番号」のチェックボックスのチェックを外す(この表では行列番号は不要なため)→ＯＫ

(3)「ファイル」→「印刷範囲」→「印刷範囲の設定」→「印刷プレビュー」で確認し→「印刷」

３．月計表の印刷

　　これは、夫会計・妻会計・銀行会計を項目別に集計したもので、項目別のその月度の支出合計額を見るために印刷しておく。

(1)ＡK78：AT105を範囲指定→「ﾌｧｲﾙ」→「ページ設定」→「ページ」タブ→「印刷の向き」を「横」、「拡大縮小印刷」で「横：1」「縦：１」とし左のチェックボックスにチェックを入れる→

(2)「シート」タブで「列のタイトル」のワクの中にカーソルを入れて→「$A$B」を削除する→｢余白｣タブで｢ページ中央｣の｢水平｣・｢垂直｣の両チェックボックスにチェックを入れる→ＯＫ

(3)「ファイル」→「印刷範囲」→「印刷範囲の設定」→「印刷プレビュー」→「印刷」
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